


























0小西佳要 塚 本 美保
中川やよい
看護師
井 上 幸 子 池田桂子
宇都由紀美
医師
















































件 数 98 99 
t平淘年*・・齢・0
66.0士旬.8 65.9士竹.9 n.8. 
性(.:禽別I 46: 52 35: 64 n.8. 














やや多い ... 圃 E 
，.量 = 1ご伸ず命、回園田園 l 



























































項目 温度 R事 D群 P値
組織錘湯の湿度 〈ー) 255 255 n.&. 
(+) 25 24 
(++) o 。
検体の.合評価 良 81 81 n.5. 
可 15 16 
不可 t 唱
不明 t 1 
x'.定にて両肩1:有.盤なし
検体の大きさの比較では、平均値土標準偏差で R
群が 2.6土1.8mm 2 (n=280)、D群が 3.0i: 1.7 
mm 2 (n=279) と統計学的に有意に D群の検体が大
きかった (p=0.0024)。採取部位別では特に胃で D
群の検体が大きく、有意差がみられた (p=0.0003)。
食道 (R群 n= 20， D群 n= 40)、十二指腸 (R





全体 2.6土 1.8(280) 3.0土 1.7(279) ρ. 0.0024 
食道 2.2士 1.4( 20) 2.3:t 1.4 ( 40) p・0.7:抱.
四 2.6土 1.8(256) 3.1土 1.7(236) p=0.0003 
+二指田 4.1土 4.5( 4) 1.7土 0.8( 3) ρ=0.4217 
郡岬entl憤窟
リユース生検釦子 11回から 15回と、 16回から
20回使用した検体面積の比較では、前半使用群 2.5
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